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業績予想の修正及び営業外費用(為替差損)の計上に関するお知らせ 
 

 

  最近の業績動向を踏まえ、平成28年８月10日に公表しました平成29年３月期の連結業績予想を下記

の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

 通期連結業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 
  百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想 (Ａ) 175,000 11,000 8,300 5,300 169.90 

今回発表予想 (Ｂ) 175,000 11,000 10,000 6,300 201.96 

増   減   額 (Ｂ－Ａ)  0  0 1,700 1,000 ― 

増   減   率 (％) 0.0 0.0 20.5 18.9 ― 

(ご参考)前期実績 

(平成28年３月期) 
164,397 13,398 11,449 6,809 218.29 

 

２．修正の理由 

（１）通期連結業績予想修正の理由 

 主として、最近の業績動向及び2017年３月期第３四半期連結会計期間（平成28年10月１日～ 

平成28年12月31日）に計上された為替差益額を考慮し、前回予想の経常利益及び親会社株主に帰属する

当期純利益を上回る見込みとなりました。 

 

３．営業外費用（為替差損）の計上について 

（１）営業外費用の内容 

為替相場の変動により、平成29年３月期第３四半期連結会計期間(平成28年10月１～平成28年12月 

31日)において、為替差益1,847百万円、平成29年３月期第３四半期会計期間(平成28年10月１日～平成28

年12月31日)において、為替差益1,660百万円が発生し、平成29年３月第３四半期累計期間(平成28年４月１

日～平成28年12月31日)において、為替差損650百万円、平成29年３月期第３四半期累計期間（平成28年４

月１日～平成28年12月31日）において、20百万円の為替差損を計上しました。 

 これは主に、同期間中に生じた為替変動により、売上、仕入の計上時と決済時の為替レートの差が生じ

たことに加え、期末時点での当社グループが保有する外貨建資産・負債につき、同日の為替相場で評価し

たことにより、生じたものです。 

 



（２）業績に与える影響 

 営業外費用（為替差損）の計上による業績への影響につきましては、上記「1.業績予想の修正について」

に織り込み済みです。 

以上 

 

 

※本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因によって大きく異なる可能性があり

ますことをご承知おきください。 

 


